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１．背景・目的とねらい

【目的】

ART（次世代都市交通システム）の速達性を向上させる高度化PTPS（公共交通優
先交通システム）及び歩行者移動支援システム等の実証実験を通した仮説の検証を行い
有効性を訴求することにより、以下を実現する。

 Next step ART技術の社会実装に向けた社会受容性の醸成

 高齢者、障がい者を含む幅広い利用者にとって便利で使いやすい公共交通の実現へ向
けた利便性やアクセス性（物理的、情報的）の向上及びこれらによる利用転換の促進

【実施項目】

「a. ART運行関連情報のデータ集約・蓄積とART利用者等への情報提供の仕組み構築」

① ART情報センター機能の開発及び実証検証

② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

「c.大規模実証実験の実施・管理」

① 大規模実証実験実施の全体取りまとめ

② ステークホルダーに対する成果体験会実施の全体取りまとめ

③ ART情報センター機能の開発及び実証検証

④ 高度化PTPSの活用によるART速達性向上の実証検証

⑤ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

「次世代都市交通」
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２．中間目標・最終目標

項目 目 標

①ART情報
センター機能
の開発及び実
証検証

＜中間目標＞
ART情報センターからPTPS車載機へ渡す優先権調停情報の最適化（優先権調停パラメー
タの調整）を完了する。大規模実証実験（平成30年度実施）に提供するサービス機能
（API及びアプリケーション）の動作検証を完了する。

＜最終目標＞
大規模実証実験で提供するPTPS優先権調停支援機能、サービス機能（API及びアプリ
ケーション）に関し、以下の効果評価を実施し、ART情報センター機能が収集・提供するデー
タの利活用についての有用性を示す。
・高度化PTPSによるART速達性向上（優先権調停支援）
・乗り継ぎ案内サービスを提供することによる、バス（ART）の利用促進
・バス車内混雑、乗降通知などの利用者情報提供

②高度化
PTPS の活用
によるART速
達性向上の
実証実験

＜中間目標＞
700MHz帯無線通信を利用したPTPS車載機の開発を完了し、事前検証によって技術的な
観点から車載機の性能を確認する。大規模実証実験の計画立案を完了する。

＜最終目標＞
高度化PTPSの技術的な成立性や有用性を実証実験を通じて確認する。特に、高度化
PTPSの実用化を見据え、高度化PTPSを実導入し、ARTの優先制御の実現性や有用性等
を示すとともに、実路線に高度化PTPSを導入するうえでの技術面、運用面での課題を抽出す
ることを目指す。

「a. ART運行関連情報のデータ集約・蓄積とART利用者等への情報提供の仕組み構築」



3

２．中間目標・最終目標

項目 目 標

③混雑予測
及び混雑回
避誘導手法
の検討及び実
証実験

＜中間目標＞
・東京オリ・パラを見据え、個人属性や移動目的等に応じた「情報提供による混雑回避・混雑
緩和のための手法」を提案する。具体的には、混雑予測の精緻化に基づく誘導と情報提供
やインセンティブの工夫による混雑回避誘導方法を5案程度提案する。

・混雑回避誘導手法と個人属性との組合せにより20ケース程度を設定してシミュレーションを
実施し、イベント時の移動需要および情報提供による影響（混雑緩和効果）の大小を明
確化する。

・上記の検討を踏まえ、大規模実証実験の方針と具体案を2～3案作成する。

＜最終目標＞
東京オリ・パラのみならず、都市部の日常的な交通混雑緩和に貢献すべく、実証実験及びそ
の評価から、効果の大きい混雑回避誘導手法の実用化を目指す。

④ART利用
者歩行アクセ
シビリティ支援

＜中間目標＞
大規模実証実験に向けて、歩行経路収集アプリ及び情報投稿アプリの試作・統合を行い、実
証実験によりGPS移動軌跡情報とバリア・バリアフリー情報を収集する。これらの情報と現地調
査情報をもとに属性に応じた歩行ネットワークデータを構築する。

＜最終目標＞
大規模実証実験を通し歩行者移動支援システムの有効性及び受容性（利用者のスマホへ
の配信方法と情報提示のわかりやすさ等）を評価する。

「a. ART運行関連情報のデータ集約・蓄積とART利用者等への情報提供の仕組み構築」
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２．中間目標・最終目標

「c.大規模実証実験の実施・管理」

目 標

＜中間目標＞
・中間目標として、平成30年度の大規模実証実験、ならびに成果体験会の実施に向け、実証実験の技
術的実験環境（機器調達含む）の整備、大規模実証実験および成果体験会の計画策定、関係者調
整を含めた環境整備を行うことを中間目標とする。

＜最終目標＞
・東京臨海部において大規模実証実験、および成果体験会を、事故等を起こすことなく完遂する。
・大規模実証実験、および成果体験会を通じて、市民の次世代都市交通に対する認知度、理解度を向
上し、社会的受容性の醸成を図るとともに、開発されるARTの各種技術の実用化に向けて、次世代都市
交通の一連のサービスの中での技術の実現性や有効性の確認、課題抽出を実施し、実用化への見極め
を行うことを最終目標とする。
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項目a① ART情報センター機能の開発及び実証検証

３．実施内容
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項目a① ART情報センター機能の開発及び実証検証

３．実施内容
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３．実施内容
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項目a① ART情報センター機能の開発及び実証検証

３．実施内容

 高度化PTPSおよび歩行者移動支援システムの大規模実証実験にて、円滑に各情報を提供でき

るよう機能および環境を提供し、研究開発を支援

 関連機関との連携（交通事業者等によるデータ提供など）と組織体制の構築

 関連サービスとの連携、もしくはMaaSとの融合を見据えた検討

■本取組（技術）の社会実装に向けた課題

• ART情報センター機能の改良、機能検証

• 運行事業者向け支援情報：

高度化PTPSの優先権調停支援機能の改良、機能検証

• 一般利用者向け支援情報：

乗降/混雑通知機能の改良、機能検証

乗り継ぎ案内支援機能の改良、事前予測に基づく機能検証

■今年度の成果（まとめ）
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 優先権調停機能の改良

●複数のバスが同時に交差点に接近した際の優先権調停の判定処理を以下の通り改良

• 昨年度までの調停方法：ネットワークに存在する全てのバスを対象に優先権を調停するための閾値

を算出。そのため、実際には競合しないバスも含めて優先権調停してしまう可能性。

• 改良した調停方法：ITS無線路側機より受信する道路線形情報を活用し、760MHz帯の電波が

届く範囲（チェックポイント）に存在するバスのみで優先要求閾値を算出し調停を実施。

13

車両「002」
遅延時間：60

車両「001」
遅延時間：

40

A

チェックポイント
交差点ごとに競合する車両を抽出す
る範囲。PTPS路側機より受信
する道路線形情報に基づき、PTPS
車載機が対象交差点の道路上に
存在し、対象交差点に向かっていると
判断できた地点をチェックポイントと設
定（路側機からの電波を受信できる
範囲に依存）。

優先要求閾値テーブル

交差点ID：A

都道府県コード：13

車両識別ID：002

優先要求閾値：60

ART情報センター

ART情報センターと連
携し、自車が向かってい
る交差点の優先権閾
値を取得、自車が大き

い場合は値を更新

優先要求した車両が
交差点を通過したタイ
ミングで優先要求閾値

をリフレッシュ

▲改良した優先権調停機能の概略
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 環状二号線における導入効果検証（シミュレーション）

●環状二号線において、ミクロ交通シミュレーションソフト「Vissim」を用いて効果検証を実施

• 実証実験時のPTPS設定をベースとし、PTPS設定や信号サイクル長等の条件を変更した場合の効果

評価を実施。

• 実証実験時のPTPS設定の場合より、PTPS設定の一部変更や各信号交差点のサイクル長の統一

等、ネットワーク全体でバスの優先通行を実現するための条件設定を検討することにより、バスの所要

時間短縮効果が向上（約15％程度）する可能性。

• 今回の条件設定の場合、環状二号線を通行する一般車両

の所要時間の変化は限定的。但し、環状二号線以外の

周辺ネットワークを含めた更なる検討が必要。

▼シミュレーション実施ケース

▲一般車両の所要時間の変化
(南行き,8:30-9:00）

ケース PTPS設定
ビーコン位置 青延長/赤短縮 PTPSロジック 優先指標 信号

サイク
ル

１ PTPS制御なし
２ 実証実験時とほぼ同設定 従来性能 なし 特に

変更
なし

３ 全車両が競合(昨年度相
当）

遅れ時間

４ 優先権調停機能改良（交
差点付近のバスのみ競合）

遅れ時間
５ 豊洲市場口の

南北方向の仮
想ビーコン位置を

変更

豊洲市場前の
赤短縮あり

有明中央橋北・南に
PTPS制御を導入
（青延長10秒）

遅れ時間
６ 混雑度
７ 遅れ時間

×混雑度

８ ケース４と同様 豊洲市場前の赤短縮
あり

ケース４と同様
９

ケース６，７と同様１０ 信号サ
イクル
を統一

▲バスの所要時間の変化（北行き,8:30-9:00）

ケース１．ＰＴＰＳなし

ケース１０．ＰＴＰＳあり
サイクル統一・全交差点でＰＴＰＳ導入

所要時間への
影響は限定的
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 効果検証の実施
• 2018年11月27日～11月29日の3日間で効果検証を実施。

• 環状二号線に設置された3機のITS無線路側機を通過する下図のルートを複数回走行しデータ取得。

▲効果検証の走行コース

地点⑨
交差方向
スタート地点
(道路使用）

優先権調停検証時
のみ走行

地点③
高度化PTPS導
入交差点

（道路使用）

地点⑤
高度化PTPS
導入交差点
（道路使用）

地点⑥
高度化PTPS導
入交差点

（道路使用）

地点⑦
折り返し地点

地点①
タイムズ晴海4丁目バス
プール（待機場所予定）

地点②
往路通過地点

地点④
調査地点

（道路使用）

地点⑧
復路スタート地点※

（道路使用）

地点⑩
調査地点

豊洲市場口

有明コロシアム前

ビッグサイト前

有明駅前

④ターミナルを発車するバス
への効果検証

①バス停が交差点と近接してい
る場合の検証

②交差方向のバスが同時接近
する場合の優先調停の検証

全体：
③高度化PTPSがバスの
運行にもたらす効果検証
⑤HMIの検証
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 効果検証の結果

●バス停が交差点と近接している場合の検証：

• 検証には、GPS＋マップマッチングのみの車載機と、GPS＋マップマッチング＋車速情報によるデッドレコ

ニング機能を有する車載機の2種類のPTPS車載機を使用。同地点停車時の緯度経度情報が、前

者は誤差半径6m程度の位置精度に対し、後者は2点間で最大30m以上のずれが発生。

• その結果、後者の車載機ではバス停停車中にバスが仮想ビーコン位置を通過と誤判定されるケースが

発生。このようなケースでは、車載機の位置情報の精度も踏まえた仮想ビーコン位置の適切な設定が

必要。

●交差方向のバスが同時接近する場合の優先権調停：

以下パターンで改良した優先権調停機能が正しく動作し、優先権の調停を適切に実施できることを確認。

パターン 結果

１．優先権調停がない場合で、かつ、バスが近接している場合 ２台とも優先要求し、先に第一仮想ビーコンを通過するバスを優先

２．優先権調停がある場合で、かつ、バスが近接している場合 優先権調停の結果、より優先度が高い乗車人数が多く、遅延の大きいバスを優先

３．優先権調停がある場合で、かつ、バスが近接していない場合
（今年度の改良により対応可能となったパターン）

２台が近接していないため、優先権調停の対象にならず、交差点に到達した順に優
先

●バスの運行にもたらす効果検証

PTPSの導入により、1割程度の所要時間短縮効果を確認。
走行回数 PTPS作動有無別走行回数 走行時間（秒） PTPS作動状況

- PTPS作動なし PTPS作動
あり

PTPS作動な
し

PTPS作動
あり

平均青延長時間
（秒）

往路 36 18 18 566 519 5.6 
復路 40 31 9 391 338 6.4 
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 効果検証の結果

●ターミナルで発着するバスへの支援運転手への交差点通過支援

• ターミナルで停車中のバスに対して、ターミナル出口の信号の灯色

情報を提供することにより、バスがターミナル出口の信号で停車する

ことなく通行できるよう出発タイミングの調整支援が可能であることを

確認。

●ＨＭＩ検証

• ITS無線路側機から受信する信号情報を活用した信号通過支援等の表示機能が全て動作すること

を確認。

▲信号現示表示（黄色） ▲信号現示表示（赤） ▲速度維持により通過可能▲信号現示表示（青）

▲ターミナルを発車するバスへの支援
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

 他都市でのシミュレーション評価

• 過年度のヒアリング結果を踏まえて2都市を選定し、同都市のバス路線に高度化PTPSを導入した場

合の効果のシミュレーション評価を実施。

▲シミュレーション評価結果の例

100

82 82

96

89

96 97 100

92

85

0

20

40

60

80

100

120

バスの平均所要時間

現況を100%としたときの所要時間（％）

%

全交差点に導入

特快のみ優先

現況

導入交差点限定

オフセット変更

① およそ18%減

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

75%タイル値

バスの所要時間の各タイル値の変化（ケース１を100%とした場合)

（最大値、75%タイル値、中央値、25%タイル値、最小値)

大蔵～七条

%
全交差点に導入

特快のみ優先

現況

導入交差点限定

オフセット変更

① 75%タイル値が25%減少
⇒遅いバスに遭遇する頻度が減少
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項目a② 高度化PTPS の活用によるART速達性向上の実証実験

３．実施内容

19

 高度化PTPSの実装にあたっては、バスの走行空間や、バスの走行ルート上の信号のサイクル長やオフ

セットの設定など、高度化PTPSのみではなく他の条件と併せて総合的にバスの優先通行策を検討する

ことが必要

 高度化PTPS路側機や車載機の導入コストや物理的な導入条件等を整理し、サービスと価格の両面

から既存の技術との優位性を示すことが必要

■本取組（技術）の社会実装に向けた課題

 平成29年度の事前検証の結果を受けて、優先権調停等の開発したPTPS車載機の機能を改良

 高度化PTPSの効果検証として、東京都の環状二号線に整備された3機の高度化PTPS路側機を

利用してバスによる公道での走行実験を行い、高度化PTPSによるバスの所要時間の短縮効果や優

先権調停機能等を検証

 シミュレーションを用いて、環状二号線や地方２都市のバス路線における高度化PTPSの導入効果

や周辺交通への影響を評価した結果、バスの速達性及び定時性に一定の効果があることを確認

 高度化PTPSの導入に向けて、導入可能性のある自治体のニーズや課題を適切に把握すると共に、

検討を前に進めるうえで今回実施したシミュレーションを活用した導入効果や影響の事前の定量的

評価が重要

■今年度の成果（まとめ）
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

大きなイベントがあるが、移動経路のお勧めは？
突発的な混雑・遅延を回避するには？

・・・機能

・・・機能
動的乗り継ぎ
案内支援機能

混雑予測/
回避支援機能

混雑通知
支援機能

ART情報センター

 ART情報センターと連携して動的な混雑予測を行うとともに、人の行動変容プロセスに基づき、個人属

性や場面に応じた適切な情報提供により、混雑の回避誘導を図るものである

都市交通予測シミュレーション

公共交通等
混雑予測情報

交通状態予測（動的）機能

行動変容予測モデル

交通状況情報
（リアル）

乗り継ぎ案内情報混雑予測情報

現在の列車遅延情報／●分後の運行状況予
測、
どれぐらいで遅延は解消しそうか？

10:00 10:●●

検索履歴をフィード
バックし予測に活用

●
分
後

■混雑予測・混雑回避誘導の概略
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

交通状況情報
（リアル）

都市交通予測シミュレーション

各種イベント情報

車内混雑状況

鉄道遅延情報

鉄道障害情報

ART運行状況

天候

大規模イベント

等

移動需要
（平常時）

交通容量・サービス
（ダイヤ、所要時間等）

事故・災害

ビッグデータ（動的）

人口流動・滞留

経路検索履歴

等
Twitter情報

行動変容予測モデル

情報提供（誘導）

交通状態予測（動的）モデル

等

交通需要予測モデル
（交通状態算定機能：平常時）

※ART情報センターを介して ※ART情報センターを介して

隅田川花火大会、
神宮外苑花火大会を対象に
情報提供の実証実験を実施

イベント需要による混雑予測、
そのシミュレーション結果等に
基づき情報提供内容を検討

2020年オリ・パラにおける混雑・
渋滞予測の適用を想定したシミュ
レーションモデルの改良を検討

反
映

経路検索履歴を
活用したリアル
タイム混雑予測

 過年度の検討を踏まえた実証実験計画の詳細検討（隅田川花火大会、神宮外苑花火大会）

 既存の経路検索サイトやアプリを活用し、来場者等に対して情報提供＆行動変容に関する影響評価

 シミュレーションモデルの改良検討（リアルタイムにデータがインプットされることを前提としたモデル構等）

■2018年度の検討内容
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 今年度の実証実験は、隅田川花火大会と神宮外苑花火大会にて実施

• スマホアプリ等の利用者を対象としたアンケートによる検証

 実証実験に際し、イベント時の需要を想定（設定）した上でシミュレーションにて主として鉄道の混雑を

予測し、それらの情報を参考に実証実験における情報提供内容を検討、整理

• 隅田川花火大会では、情報提供のための事前のシミュレーションを実施

• 神宮外苑花火大会では、事後検証用のシミュレーションを実施

イベント イベント日時
情報提供実施
協力企業

隅田川花火大会
2018年7月29日（日）

19:00～20:30
※荒天のため翌日に延期

ナビタイム社
Yahoo社

神宮外苑花火大会
2018年8月11日（土）

19:30～20:30
Yahoo社

■2018年度の実証実験の概要

■実証実験の対象イベント
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 シミュレーション結果をベースに、イベント直前までの経路検索サイトの履歴情報をもとに鉄道駅の混雑

状況を予測し、観客（来訪が予想される方）に対して混雑を回避誘導するためのコンテンツを作成

 来訪が予想される人にスマホ等で事前に情報提供（PUSH通知）し、混雑回避を誘導

⇒隅田川花火大会では、当日（7/29）に数千人を対象にPUSH通知（開封率は2~3割）

神宮外苑花火大会では、前日（8/10）に約500人を対象にPUSH通知

■実証実験における情報提供

1週間前

前日

直前

事後アンケートを配信／行動を追跡後日

シミュレーション実施結果経路検索サイトの履歴データ

検索数

直前までの
検索履歴をもとに
事前情報配信

検索履歴をもとに
随時更新

混雑状況を予測し
コンテンツを作成

混雑状況を
直前に配信し、
混雑回避を誘導

時間軸

鉄道ダイヤ情報
（通常時／隅田川花火大会

当日の臨時ダイヤ）

駅別改札入出乗車数
（通常時／隅田川花火大会

当日の入出乗車数）

イベント当日 イベントに参加（交通行動を選択）
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 混雑予測情報：イベントのため混雑が予想されるというメッセージと、リアルタイム性を有する混雑度

情報（時間別駅別の混雑予報等）を提供

 混雑回避推奨情報：「来場時間を早める」「鉄道下車（乗車）駅を会場最寄から変え、少し歩く」

「最短ルートより空いている鉄道駅（路線）を選ぶ」等の混雑回避方法を示唆

■実証実験における情報提供（提供した情報）

Yahoo版（隅田川花火大会の例） NAVITIME版（隅田川花火大会の例）

混雑回避を推奨
するブログ記事

（混雑時間予報）

経路検索履歴に
基づくリアルタイム
な混雑予測情報

経路検索履歴に
基づくリアルタイム
な混雑予測情報

混雑回避を促す
ための利用経路
の再検索フォーム

※Webブラウザ画面をキャプチャー（実際には、スマホアプリ上で閲覧可能）
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 提供された情報（ブログ記事）を読んだ人のうち、およそ9割が「情報が役に立った」と回答

 提供された情報（ブログ記事）を読んだ人の2割が、「もともと考えていたルートから別のルートに変え

た」、4割は「行き方を記事を読んで行き方を決めた」と回答しており、情報提供の有用性を示唆

 変更例として「早めに到着するようにした」「降りる駅を変えた」「路線を変えた」などの回答がみられた

■スマホアプリ等の利用者を対象としたアンケートによる検証

【サンプル】
隅田川花火大会後にYahoo!乗換案内アプリトップページからリンクを張り、調査回答した人（N=9,998）のうち、
お知らせページ（ブログ記事）を見た人（N=577※花火に行かなかった人を含む）、花火に行き、かつお知らせページを見た人（N=344）を対象に集計

■あなたがご覧になった情報は
役に立ちましたか (n=577)

■情報を見て、花火大会への行き方に
影響がありましたか。あてはまるものを
1つ選択ください (n=344)

○早めに到着するようにした（17名）

•混んでいることがよく分かったので、時間
は決めず、とにかく早く家を出た。余裕が
持てた。（千葉県・男性・17歳）

○降りる駅を変えた（10名）

•混雑状況を考慮し、東武スカイツリーラ
インのとうきょうスカイツリー駅で降車しま
した。（東京都・男性・29歳）
•浅草駅下車を予定していたが曳舟駅で
降りた。あまり混んでなかったので穴場ス
ポットだった。（東京都・女性・21歳）

○路線を変えた（5名）

•都営地下鉄を使わずJRにした。
（東京都・男性・50歳）

■時間やルートの変え方の例

情報が
役に立った
→約9割

情報を見て
行動を変えた
→約2割

情報を見て
行動を決めた
→約4割
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 渋谷駅方面行きは、花火大会開始時刻の約3時間前の16時台に外苑前駅、および花火大会終了

後の20時台に渋谷駅にてピークとなる

 情報提供ありケース（20時半～21時半に出発する観客の3割を1時間遅く出発）では、20時台の

混雑が約７％減少し、21時台の混雑が2％増加、22時台の混雑が13％増加。

⇒3割程度の観客が時間を変更すると、ピーク時の乗客1割程度の減（混雑緩和）に寄与

■混雑予測・混雑回避誘導に関するシミュレーションの実施結果（例：神宮外苑花火大会）

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

溜池山王 16% 14% 15% 20% 39% 47% 57% 69% 73% 80% 95% 114% 94% 75% 58% 67% 59% 55% 43% 2%

赤坂見附 16% 12% 12% 16% 30% 38% 48% 58% 65% 71% 88% 110% 90% 74% 55% 65% 57% 53% 43% 2%

青山一丁目 17% 12% 10% 14% 24% 33% 43% 52% 60% 69% 91% 114% 96% 81% 55% 65% 58% 53% 41% 2%

外苑前 17% 11% 10% 14% 23% 35% 45% 54% 63% 71% 94% 125% 102% 83% 57% 70% 64% 54% 46% 3%

表参道 17% 10% 8% 12% 21% 32% 43% 56% 63% 70% 80% 94% 67% 56% 55% 119% 98% 71% 57% 4%

渋谷 16% 12% 8% 15% 25% 35% 43% 60% 68% 76% 91% 114% 96% 78% 74% 147% 134% 86% 84% 12%

渋谷駅方面行き
Time [hour]

銀

座

線

【基本ケース】 花火大会観客需要あり、情報提供なしの場合（例：銀座線 渋谷駅方面行き）

花火大会の開始
3時間前(開場時刻)がピーク

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

溜池山王 16% 14% 15% 20% 39% 47% 57% 69% 73% 80% 95% 114% 94% 75% 58% 67% 59% 55% 43% 2%

赤坂見附 16% 12% 12% 16% 30% 38% 48% 58% 65% 71% 88% 110% 90% 74% 55% 65% 57% 53% 43% 2%

青山一丁目 17% 12% 10% 14% 24% 33% 43% 52% 60% 69% 91% 114% 96% 81% 55% 65% 58% 53% 41% 2%

外苑前 17% 11% 10% 14% 23% 35% 45% 54% 63% 71% 94% 125% 102% 83% 57% 69% 64% 55% 46% 3%

表参道 17% 10% 8% 12% 21% 32% 43% 56% 63% 70% 80% 94% 67% 56% 55% 109% 103% 78% 57% 4%

渋谷 16% 12% 8% 15% 25% 35% 43% 60% 68% 76% 91% 114% 96% 78% 74% 136% 136% 97% 84% 12%

渋谷駅方面行き
Time [hour]

銀

座

線

【情報提供ありケース】 観客の3割に帰宅時間を変更してもらった場合（例：銀座線 渋谷駅方面行き）

花火大会の終了
直後がピーク

3割の観客をずらすことで
ピーク時の乗客を1割減
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項目a③ 混雑予測及び混雑回避誘導手法の検討及び実証実験

３．実施内容

 大会組織委員会が運営する輸送センターが全体を統括し、東京メトロ等の交通事業者よりデータ提供

を受けて交通予測シミュレーションの実施によりヒートマップの作成、測地的な混雑予測を実施

 上記の情報を踏まえ、既存のアプリサービスを活用して情報提供を担う等の枠組みを想定

■オリ・パラ大会時における本取組（技術）の社会実装に向けて

 シミュレーションモデルの改良（モデル構造、パラメータの見直し等）により、駅改札の外における流入

規制や交通行動をより適切に評価

 関係機関との連携（交通事業者等によるデータ提供等）と情報提供の前提となる組織体制の構築

 オリ・パラ大会終了後のレガシーとして、日常的な交通混雑等への適用とより良い交通環境の創造に向

けた検討

■本取組（技術）の社会実装に向けた課題

 大規模イベント等における混雑予測と混雑回避誘導をめざして、シミュレーション結果をベースに、イベン

ト直前までの経路検索サイトの履歴情報をもとに鉄道駅の混雑状況を予測し、観客（来訪が予想さ

れる方）に対して混雑を回避誘導するためのコンテンツを作成するとともに、その効果をアンケート調査や

シミュレーションにより検証

■今年度の成果（まとめ）



28

項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 各年度における実施概要

平成29年度平成28年度平成27年度

基礎調査・検討（2ヶ月間） 必要情報の調査及び

活用方法の検討・評価
データ収集アプリを活用した
歩行ネットワーク構築実証実験

豊洲 有明

© OpenStreetMap contributors

対象エリア
対象エリア

有明コロシアム

豊洲駅

© OpenStreetMap contributors

•個々の特徴に応じたルート案内に必
要となる情報（必要情報）の基礎
調査（鉄道／バス／徒歩、屋内／
屋外／施設内）

• ITリテラシーの高いリードユーザを対
象としてルート案内の実地検証（基
礎検討

・必要情報検討とデータ収集方法
（データ収集アプリ）の基礎検討

•個々の特性に応じたルート案内検討
（実地検証）

- PICS連携による交差点横断
- 屋内外シームレス案内※

•バス乗降/混雑通知案内の有用性
基礎検討

・データ収集アプリによる必要情報収集
実証実験

- バリア・バリアフリー情報の投稿

- GPS軌跡情報収集による属性ごと
の推奨ルートの検討

⇒歩行ネットワーク構築、推奨ルート
検討

•個々の特徴に応じたルート案内の
課題・要件を抽出
•翌年度の実地検証に向けた企画

構築した歩行ネットワークを、平成30
年度の個々の特徴に応じたルート案
内実証実験に活用

※ 平成29年度よりSIPでは屋外に注力

大規模実証実験に向けた必要情
報収集/歩行ネットワーク構築へ
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 歩行ネットワークデータやリンクコストパラメータを活用したパーソナルナビの作成

歩行ネットワーク
内のデータ

歩行ネットワークデータ
（通れたマップ）

リンクコストパラメータ
＆投稿データの精査

：歩行経路軌跡

：投稿データ

バリア情報

バリアフリー情報

＋

平成29年度実施 平成30年度実施

平成30年度実施

バリア・バリアフリー情報を表
示（投稿データ利用）

上り坂が

少しきつい

歩行ネットワークデータ

＋リンクコストパラメータ

で通り易いルートを案内

パーソナルナビの試作と
特徴に応じたルート案内（イメージ）

特徴を設定
Z18LE第1267号

上り坂が

少しきつい

道幅広い、

通りやすい
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 パーソナルナビの試作

出発地、到着地を

指定して検索

ART想定バスを含む

検索結果を表示

・ベビーカー ・手動車いす
・電動車いす ・全盲
・弱視 ・足腰弱い

身体属性の設定とルート検索

ルート検索身体属性の設定
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 パーソナルナビの試作

• ART想定バスの接近情報、降車情報
と混雑情報を通知

• ART想定バスの運行実績情報を加味
した到着予測時刻を動的に通知

設定された身体属性を考慮

した徒歩ルート案内を表示

乗り継ぎ案内情報 乗降／混雑情報 特徴に応じたルート案内

Z18LE第1267号

バス車内の混
雑状況を表示

到着予測時刻を表示

乗降／混雑情報の通知と特徴に応じたルート案内
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 パーソナルナビの試作

リンクコストパラメータを反映した特徴ごとの徒歩ルート

以下を”リンクコスト”として反映

• バリア・バリアフリー情報による
リンクの重み付け
（バリアのあるリンクを回避し、
バリアフリーのあるリンクを
優先するような重み付け）

• 特徴ごとで、通行プローブの
多いリンク（高頻度経路）を
優先するような重み付け

パーソナルナビによる特徴ごとの徒歩ルート

電動車いす 視覚障がい者

従来ナビの徒歩ルート

・音響式信号とエスコートゾーン
（バリアフリー）のある交差点を
優先

・点字ブロックがあり、直線的な
ルート(方向を誤りにくい）

・段差（バリア）を避けるルート
・通行プローブの多いルート

Z18LE第1267号

Z18LE第1267号 Z18LE第1267号
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 大規模実証実験

豊洲駅周辺

1

路線バス ゆりかもめ ART想定

徒歩

路線バス ゆりかもめ 徒歩

路線バス ゆりかもめ ART想定

徒歩

2

3

4

動
的
な
乗
り
継
ぎ
案
内
及
び
バ
ス
の

乗
降
／
混
雑
案
内
の
有
用
性
検
証

豊洲駅周辺

有明コロシアム（競技観戦）

豊洲友人宅

TFTビル（休憩）

豊洲駅周辺

© OpenStreetMap contributors

路線バス

ゆりかもめ ART想定

1

4

（凡例）

：歩行対象エリア

n：スポット

有明駅

有明テニスの
森前バス停 2

3

有明テニスの森前駅

国際展示場正門駅前バス停

有明テニスの森前バス停
（ART想定バス停）

有明コロシアム

TFTビル

豊洲友人宅

日程：平成30年10月1日 ～ 11月7日（計25回） ＊リハーサル: 10月1日

対象エリア：豊洲、有明

参加者： 合計21名（視覚障がい者8名、車いす使用者6名、ベビーカー使用者4名、高齢者3名 ）

スタッフ／視察者（延人数）：218名／26名

特
徴
に
応
じ
た

ル
ー
ト
案
内
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 大規模実証実験の様子



• 初めての場所、不慣れの場所なら、降りるバス停を教え
てくれるのは安心。

• 混雑状況は、乗る前に知りたい。そのバスに乗るか、次の
バスを待つかを判断できる。

• （乗り継ぎ案内は）遅れが発生しているルートによる移
動と迂回ルートを使った移動の比較が分かるようになっ
ていれば有用だと思う。

• 座れないようだったら、少し歩いても別の路線に変更した

いぐらいなので、車内混雑情報は有用。

• 電車に比べてバスは座席数が少ないため、座れるか否か

は乗車の判断材料になる。

• 降車するバス停を1つ前で教えてくれると、そろそろ降り

ようかと準備ができる。
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 参加者の声 大規模実証実験：動的な乗り継ぎ案内及びバスの乗降／混雑案内の有用性検証

• （バスの乗車通知に）これはあった方がいいでしょう。

• （乗車しようとするバスが）ぎゅうぎゅう詰めの満員状況
かどうかがわかるのなら、盲導犬が乗れるかどうかの判断
に使える。

• （乗車中に）バスを降りるタイミングを教えてもらえる
のはありがたい。「まもなく1つ前の停留所です」は、わか
りやすい。

• 目当ての交通機関が運転を見合わせているときに、別な
交通機関を提示されたとしても、すぐにそっちに変えよ
う、とはならない。予め、念入りに下調べをしてから出掛
ける。いくつか代替ルートの提案があるなら選べるかもしれ
ない。

視覚障がい者

• 油断していたり、眠かったりする時、降車のお知らせがあ
ると、準備ができる。特に、降りる時にお知らせが必要。

• 混雑情報は、「次のバス」と「その次のバス」まで一度に
見れると、どうしようか考えることができる。

• 混雑していて人が座って居ることが分かっても、その情
報をどう活用して良いか分からない。むしろ、バスの方に
車いすで乗りたい人が次の停留所に居ることをお知らせ出
来るようにしてもらった方が良い。

• 乗車したあとにどれくらい混雑するかも重要。後で混雑し
てきて、立っている乗客のリュックで顔を押されたり、降りに
くかったりすることもある。

車いす使用者

高齢者 ベビーカー使用者



• 特徴に応じたルート案内は、最短で、安全だったと思う。

信号のある横断歩道、段差の小さい場所を案内してく

れたのは良かった。とても役に立つ。

• このナビが改善されれば、初めての場所でも怖くない気

がする。

• 横断歩道を渡りきったところの傾斜が手動車いすにとっ

ては重要。その情報があると良かった。

• 「この先、狭くなる」といった音声案内がほしい。

• 従来ナビと比較して、大きな変化や効果的な機能がルー

ト上はなかったように感じたが、案内の音声の回数が多い

ので、利用者としては安心感がありそうに思う。

• 特徴に応じたルート案内の方では、自分にとってのリスク

を事前に把握できるのは大きい。

• 時間がかかっても良いので、バリアのないルートも選択

できると良い。

• 特徴に応じたルート案内では、交通量の少ない歩道を選

択してくれて、歩きやすいと感じた。ベビーカーだけでなく、

小さい子どもを連れているときにも役立ちそうだと感じ

た。

• 人と自転車の多さが解消されていた。より安全な道を案

内してくれる。ベビーカーで二人で歩くと場所をとる。人が

より少ない道の案内は役立つ。

• ベビーカーユーザーに薦めたい。「段差があることをアナウ

ンスしてくれる」という点をウリにして薦めると思う。
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 参加者の声 大規模実証実験：特徴に応じたルート案内

視覚障がい者 車いす使用者

高齢者

ベビーカー使用者

• 特徴に応じたルート案内では、音響信号のある道を案

内されるのが良かった。

• 特徴に応じたルート案内では、何か喋ってほしいな、と思

うタイミングでナビがあった。

• 安全島の有無について案内してほしい。

• ナビを聞き逃した場合に備え聞き直せるようにしてほしい。

• タイミングが肝心。横断歩道も、渡り切ったところで次の

行動の案内をしてくれないと忘れてしまう。

• 誘導用ブロックがあるかどうかは、教えてほしい。あるな

ら探したい。
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 大規模実証実験での受容性・有用性の評価と考察

• 参加者からは、情報提示が分かりやすく使いやす
いアプリであると、概ね高評価を得られた。

• 一方で、バリア・バリアフリー情報の捉え方には
個人差があり、自身がバリア・バリアフリーと感じる
情報の提示（パーソナライズ）が望ましいとの
意見もあった。

• バスの情報に関しては、今回提示した情報を
有益と感じる声が多かったが、感じ方には、属性
や個人によって多少のバラツキがあった。

以下の評価観点を1～5の5段階で、参加者が
点数評価（アンケート結果）

定性的評価 定量的評価

評価観点 平均評価点

乗降支援通知は役に立つか 4.2

車内混雑情報は役に立つか 4.0

パーソナルナビは従来ナビより役に立つか 4.2

パーソナルナビを今後使いたいか 4.7

パーソナルナビを他人に薦められるか 4.2

計 4.3

まとめと考察

• 交通制約者の特徴を考慮したルート案内の受容性・有用性については、定性的にも定量的にも
一定の評価を得られた。

• 多種多様な意見やフィードバックがあり、情報提示やアプリのユーザビリティに関して考慮すべき点は
多々あるが、今後、交通制約者を含む幅広いユーザへの、適切なルート案内（よりパーソナライズされた
ナビゲーション）を実現していく上で、大きな一歩を示せた。
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 SIP研究成果の社会実装に向けた取り組み

「パーソナルナビゲーション」モニター配信（http://corporate.navitime.co.jp/topics/pr/201811/13_4630.html）

データ収集アプリ「やさしいちず」一般公開（http://corporate.navitime.co.jp/topics/pr/201811/30_4634.html）

• 交通制約者の特徴に応じた徒歩ルート案内を、
豊洲・有明エリアを対象としてモニター配信
（平成30年11月13日～平成31年1月31日）

• バリア、バリアフリー情報を考慮したルート提示や音
声案内など、パーソナルナビとほぼ同等の機能を体
験可能

TOP画面 投稿画面 投稿情報閲覧画面

• バリア・バリアフリー情報や歩道上の気付きを投稿
可能なデータ収集アプリを一般公開
（平成30年11月30日開始）

• シンプルなデザインで、視覚障がい者を含むさまざま
なユーザが手軽に操作できるように操作性を追及

TOP画面 属性選択画面 ルート表示画面

Z18LE第1267号

Z18LE第1267号

https://clicktime.symantec.com/a/1/jdu5UQmK-Szug9WQ_u4Hryz6UMxvZJ9j2STu8woUgq4=?d=VPqhLZwaV2_K4vozqIrPebomJflq__-eDmPbIMqgUWhaG87Xr39wkJxpXIvDx33VPazYDLHwMMpN9ky6AS6hFHPk_EIlZjewSVBjNkQX4XHthNdl8Jx9lsVx1INjhfoaMtn44dTklow-7Dqh1U_FHanN3wp3roSvB0ZINSxtbbGFHIiFoE80P6g3SRIx9qVL3bJviFWows5mwxxpb3CQvKlNZ_htCRz5idie-8ITxD6SOksBHYLZlLJOMzKPJIGhK6UDOFMd0Id0yL5V574t_hMWRgP3bxCC3N4-TyTkrOj8WKxHK1D2PYwEEOZ6hDZoPI_RAC5KrAinZ5s3ilklBSqtWBxfl5ZTmjU-BeWs6LXeti3K_z6sblLXWN7d7FTvdk9sp5-WOm2Mwai5-GMITllF-S_zgM30CMNJneJlkfYCaSSrKXDe6aaSjfVltfhR23cWpsmevNxthmBN-BUSlgbK67U73q7r9LZV1OdvID6Gp3rboAajK_LjZQ%3D%3D&u=http://corporate.navitime.co.jp/topics/pr/201811/13_4630.html
http://corporate.navitime.co.jp/topics/pr/201811/30_4634.html
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 必要なデータの収集からルート案内の提供まで 持続可能な社会をめざして

安全・安心・快適な
移動に必要な情報

の不足

歩行ネットワーク整備に
必要なデータを収集

・個々の特徴を考慮した
ルート案内への期待
・歩行ネットワークが全国
的に未整備

まち中でバリア／バリアフリーと感じる
データを投稿、歩行記録も収集

「通れたマップ」を活用することで、個々の
特徴に応じたルート案内を提供

データ収集～ルート案内提供までの

サスティナブルプロセスモデル案

収集データの分析結果から
歩行ネットワークを作成

分析結果から、個々の特徴に応じて、通
りやすい／通りにくいを考慮した歩行NW
である「通れたマップ」を作成

投稿データと歩行記録の
「見える化」と分析

“バリア／バリアフリーと感じる場所は？”
“通れるところはどこ？”などを「見える化」
して分析

Z18LE第1267号

データ収集アプリ

「やさしいちず」

パーソナルナビ

個々の特徴に応じた
ルート案内の実現
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項目a④ ART利用者歩行アクセシビリティ支援

３．実施内容

 バリア・バリアフリー情報及び、特徴ごとの通行プローブ量を加味したリンクコストパラメータを作成。

 平成29年度作成の歩行ネットワークデータとリンクコストパラメータを活用したパーソナルナビを試作。

 バスの乗降／混雑案内と特徴に応じたルート案内に関する大規模実証実験を実施。

参加者からは、概ね高い評価を得られた。

日程：平成30年10月1日 ～ 11月7日（計25回） ＊リハーサル: 10月1日

参加者：21名

スタッフ：218名 （数字は延べ数）

視察者：26名 （数字は延べ数）

 SIP研究成果の一環として、「パーソナルナビゲーション」をモニター配信、「やさしいちず」（データ

収集アプリ）を一般公開。

■今年度の成果（まとめ）
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項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

 次世代バス技術体験会の実施概要

• 次世代バス技術体験会は、個別に開発・検証される要素技術を参加者がワンストップで体験できる

機会を創出

PTPS路側機

ART ART ART

ART

BUS STOP

鉄道

交通制約者
（実験参加者）

実験参加者

車内カメラ

PTPS
車載機

バスロケ

PTPS
サービス情報

高度乗継
案内情報車内混雑情報

移動支援情報

ART情報センター

・混雑情報 等

減速

加速

・PTPS優先権調停情報

降車バス停
接近情報

バス運行情報
高度乗継
案内情報

・バスロケ運行情報 等

バス事業者

歩行者用地図

ART情報センター

ART速達性

歩行アクセシビリティ支援

正着制御

混雑予測

歩行者移動
支援情報

・・・
etc

■実施場所
• TFTビル西側G1臨時駐車場－豊洲駅および周辺エリア、ならびにTFTビル内ホール展示

■実施概要
• 参加者は仮想ART（バス）に乗車し、移動しながら開発した各技術を公道上で体験（具体は次頁を

参照）
• ART情報センター、混雑予測については、TFTビル内でのパネル、動画等の展示により機能を紹介

■実施日
• 2019年２月6日、7日（10:00－17:00）

■位置づけ

▲次世代バス技術体験会の全体イメージ



42

項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

• 駐車場内で上記a）を実施

 次世代バス技術体験会の実施内容と走行コース

a）正着制御技術、ならびに自動走行技術の体験

b）高度化PTPSの体験

c）バス内の車いすスペース満空情報提供の体験

d）車内ディスプレイによる各開発技術の解説

e）パーソナルナビアプリによるルート案内の体験

■実施内容

① TFT西側G1臨時駐車場－豊洲駅間の往復

走行コース（約10km）

■走行コース

豊洲駅バス
ロータリー

新豊洲駅

市場前駅

有明テニス
の森駅

有明駅

国際展示場駅

国際展示場
正面駅

有明コロシア
ム東交差点

正着制御

交通制約者を含む幅広い利
用者に対し、個々の特徴に
応じたルート案内を実施

歩行アクセシビリティ支援

B,E交差点のPTPS路側機を
用いて速達性向上を体験

ART速達性

パネルやPCによるデモ画面
を用いて紹介

ART情報センター混雑予測

TFTビル西側
G1臨時駐車場

往路
復路
自動運転
仮バス停（正着制御）
高度化PTPS路側機

豊洲駅

正着制御

正着制御

A）
E）

A）

A）

A）

B）

B）

D）
C）

B

Ｃ

E

地点②

地点①

地点③

地点③‘

地点④

地点⑥

地点⑧

② TFTビル西側G1臨時駐車場内走行コース

• 豊洲駅ロータリー、有明テニスの森駅付近
（北向き、南向き）、TFTビル西側G1臨時駐
車場の計4箇所で上記a）を実施

• TFTビル西側G1臨時駐車場で上記c）を実施
• コース上で上記b）、d）を実施
• 豊洲駅周辺でe）を実施

以下2種類の走行コースを設定

▲次世代バス技術体験会の走行コース

豊洲駅バス
ロータリー

新豊洲駅

市場前駅

有明テニス
の森駅

有明駅

国際展示場駅

国際展示場
正面駅

有明コロシア
ム東交差点

正着制御

交通制約者を含む幅広い利
用者に対し、個々の特徴に
応じたルート案内を実施

歩行アクセシビリティ支援

B,E交差点のPTPS路側機を
用いて速達性向上を体験

ART速達性

パネルやPCによるデモ画面
を用いて紹介

ART情報センター混雑予測

TFTビル西側
G1臨時駐車場

往路
復路
自動運転
仮バス停（正着制御）
高度化PTPS路側機

豊洲駅

正着制御

正着制御

a）
e）

a）

a）

a）

b）

b）

d）
c）

B

Ｃ

E

地点②

地点①

地点③

地点③‘

地点④

地点⑥

地点⑧
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項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

 次世代バス技術体験会のバス運行規模

■バスの運行台数

• ジェイテクト社のバス1台を使用

■乗車可能人数

• 1便あたりの乗車可能人数は最大18名（2日間で最大180名乗車可能）

① TFT西側G1臨時駐車場－豊洲駅間の往復走行コース

② TFT西側G1臨時駐車場内走行コース

• 1便あたりの乗車可能人数は最大18名（2日間で最大144名乗車可能）

① TFT西側G1臨時駐車場－豊洲駅間の往復走行コース

② TFT西側G1臨時駐車場内走行コース

• 1日の運行本数は5便
（10:00、11:30、13:00、14:30、16:00）

• 1走行50分程度
• 2/6 10:00便はメディア用として運行

• 1日の運行本数は4便
（11:15、12:45、14:15、15:45）

• 1走行10分程度 ▲体験会に用いたジェイテクト社バス
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項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

 次世代バス技術体験会当日の様子

• 2日間で総勢282人（うち、駐車場内コース115人含む）参加。

■参加人数

■1日目（2019年2月6日） ■2日目（2019年2月７日）

▲TFTビル西側G1臨時駐車場内でのバス走行の様子

▲車いす使用者の乗降の様子

▲豊洲駅バスロータリーでの正着制御の様子

▲TFTビル西側G1臨時駐車場内での参加者の様子
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項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

 アンケート実施概要

• 次世代バス技術体験会による技術の理解度や受容性、ならびに各技術の実用化に向けた課題の把握

■目的

概要

実施対象 次世代バス技術体験会でのバス体験乗車者

実施方法 次世代バス技術体験会参加者に対して受付時にアンケートを配布し、バス車内で回答

取得サンプル 164サンプル

アンケート用紙

▼アンケート実施概要
■実施概要
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項目c 大規模実証実験の実施・管理

３．実施内容

40.2%

18.3%

17.1%

4.3%

0.6%

19.5%

満足
やや満足
どちらとも言えない
やや不満足
不満足
回答なし

 アンケート結果

 次世代バス技術体験会の満足度について、「満足」「やや満足」で全体の約6割を占めた。

 高度化PTPSの機能の有益度について、「有益に感じた」「やや有益に感じた」で全体の約7割を占めた。

 正着制御の機能の有益度について、「有益に感じた」「やや有益に感じた」で全体の約9割を占めた。

 バス情報（車内混雑、乗降支援）サービスの有益度について、「有益に感じた」「やや有益に感じた」

で全体の約7割を占めた。

 ART全体としての一連のサービスにおける有益度について、「有益に感じた」「やや有益に感じた」で全体

の約6割を占めた。

■結果

▲次世代バス技術体験会の満足度

n=164

58.5％

38.4%

40.9%

65.9%

36.0%

21.3%

28.7%

27.4%

35.4%

4.9%

21.3%

1.8%

18.9%

0.6%

5.5%

3.0%

5.5%

0.6%

0.6%

1.2%

34.1%

3.0%

1.8%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ART全体としての一連のサービス

バス情報サービス

（車内混雑、乗降支援）

正着制御の機能

高度化PTPSの機能

有益に感じた やや有益に感じた どちらとも言えない やや有益に感じなかった 有益に感じなかった 回答なし

▲各技術ならびにARTサービス全体の有益度

n=16471.4％

93.3％

69.6％

59.7％
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３．実施内容

47

 高度化PTPSの活用、正着制御に係るセンシング技術や制御技術、歩行者移動支援システム、混
雑予測及び混雑回避誘導手法、ART情報センター機能の各技術について、大規模実証実験なら
びに下記の次世代バス技術体験会の実施にあたり、全体の進捗管理や関係者との調整支援等の
全体取りまとめを実施

 2019年2月6、7日に、参加者がワンストップで各要素技術を体験できる機会を創出するため、次世
代バス技術体験会を開催し、2日間で関係省庁、自治体、バス事業者等を含む総勢282人が参
加

 体験会参加者に対してアンケート調査を実施した結果、約6割程度の参加者がARTの一連のサービ
スについて「有益」、または「やや有益」に感じていると回答

■今年度の成果（まとめ）

項目c 大規模実証実験の実施・管理


